
苫小牧市再生可能エネルギー基本戦略策定業務

ヒアリング実施要領及び評価基準

令和３年８月

苫小牧市



１ 審査、評価及び選定 

（１） 選定委員会の設置 

企画提案書の審査、評価及び選定は、 苫小牧市再生可能エネルギー基本戦略策定

業務委託業者選定委員会（以下、「選定委員会」という。）を設置して行う。 

（２） ヒアリングの実施 

①  ヒアリングは、令和３年９月１７日（金）に、苫小牧市役所にて行うものとする

が、開始時間及び実施場所は別途通知する。 

②  ヒアリングは、１者ずつの呼び込み方式とし、１者の持ち時間は３０分以内とす

る。（提案書説明２０分、質疑応答１０分予定） 

③  ヒアリングは非公開とする。 

④  ヒアリングの内容は、提出のあった提案内容に基づくものとする。なお、資料の

追加提出は認めない。 

⑤  ヒアリングにおいては、企画提案書では説明が難しい点やアピールしたい点に

ついて行うこと。この説明においては、プロジェクター及びスクリーンを使用する

ことができる。またプロジェクター及びスクリーンは当市で用意可能だが、その際

はあらかじめ担当部署に連絡すること。パソコン等その他機材については提案者が

用意すること。 

⑥  ヒアリングの説明者は、補助者も含め２名までとする。 

⑦  欠席をした場合は、企画提案書の審査、評価及び選定から除外する。 

⑧  選定委員会の委員が、評価採点を行う。 

（３） 評価基準 

企画提案書及びプレゼンテーション等により、次の審査項目について、審査及び評

価を行う。 

① 業務遂行能力に関する項目【配点２０点】 

実施体制・実施スケジュール、専門的な知識を有する者の配置等について総合的

に判断する。 

② 企画提案に関する項目【配点８０点】 

実施方針、現状分析に係る情報収集及び検討等の手法、将来の温室効果ガス排出

量推計、脱炭素シナリオ作成、再生可能エネルギー導入目標設定に係る分析・検討

等の手法、再生可能エネルギー導入施策の立案、再生可能エネルギー導入に向けた

ロードマップの策定に係る課題抽出や検討等の手法について総合的に判断する。 

（４） 結果通知 

 苫小牧市再生可能エネルギー基本戦略策定業務に関する公募型プロポーザル実施

要領「15 結果の通知・公表」のとおり 



 評価基準表 

将来の温室効果ガス排出量推計、脱炭素シナリオ
作成、再生可能エネルギー導入目標設定に係る分析・
検討等の手法
・仕様書の内容に基づき、本業務の目的等を十分理解
　した提案となっているか。
・分析・検討等の手法は具体的かつ効果的な提案と
　なっているか。
・本市の地域特性を的確に把握し、それを活かした
　内容となっているか。

再生可能エネルギー導入施策の立案、導入に向けた
ロードマップ策定に係る課題抽出や検討等の手法
・仕様書の内容に基づき、本業務の目的等を十分理解
　した提案となっているか。
・本市の地域特性を的確に把握し、それを活かした
　内容となっているか。

ヒアリング・委員会等の実施の手法
・仕様書の内容に基づき、本業務の目的等を十分理解
　した提案となっているか。
・ヒアリングや委員会等の実施方法について、適切
　かつ効果的な提案となっているか。

見積額の内容
・具体性があるか
・適性な価格設定になっているか

1
業務遂行能力
に関する項目
（配点20点）

実施体制・実施スケジュール
・業務の遂行に対し、実施体制・管理責任者が明確化
　され、適切な人員配置が行われているか。
・本事業の実施スケジュールは、効率的かつ効果的に
　実施できる内容となっているか。

専門的な知識を有する者の配置等
・再生可能エネルギー及び水素やCCUS等の脱炭素技術
　や政策に関する専門的な知識を有する者が事業実施
　体制に含まれているか。または、専門的な知識を有
　する者からの協力体制が確保されているか。

2
企画提案に関

する項目
（配点80点）

実施方針
・仕様書の内容に基づき、本業務の目的等を十分理解
　した提案となっているか。
・本事業を実施するに当たり重視する点や考え方はど
　うか。

現状分析に係る情報収集及び検討等の手法
・仕様書の内容に基づき、本業務の目的等を十分理解
　した提案となっているか。
・情報収集や分析等の手法について具体的かつ効果的
　な提案となっているか。

No 審査項目 審査の視点


